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ノバルティス1997 年度連結決算
ダイナミックな売上量増大と生産性向上に支えられ好調

●決算内容概要

１９９７年 １９９６年 前年比

百万

ｽｲｽﾌﾗﾝ

億円 百万

ｽｲｽﾌﾗﾝ

億円 ％

売上 31,180 26,260 26,144１ 23,281 19%

営業利益 6,783 5,713 4,927１ 4,387 38%

純利益 5,211 4,389 3,637１ 3,239 43%

１株当たり利益 (ｽｲｽﾌﾗﾝ） 76 53１ 43%

１株当たり配当金(ｽｲｽﾌﾗ

ﾝ）２
25 20 25%

１９９７年：1 スイスフラン＝８４．２２円で換算（199７年平均

レート）

１９９６年：1 スイスフラン＝８９．０５円で換算（199６年平均

レート）

１   １９９６年の数字はチバ・スペシャルティ・ケミカルズ、その他売却したビジネス、組織の再編成、およびノバ

ルティスが導入した

    新しい定義を考慮して調整したものである。
２   株主総会への提案額

スイス・バーゼル市、１９９８年３月１７日 － ノバルティス グループは、発

足後 12ヶ月の業績結果を発表しました。スイスフランで１９％増の売上(現地通

貨では９％増）に加えて、営業利益は３８％増の６８億ｽｲｽﾌﾗﾝ(約５７００億円)、

純利益は４３％増の５２億ｽｲｽﾌﾗﾝ（約４４００億円）となりました。これは、

ノバルティスが合併による相乗効果の実現に向けて、迅速な行動をとった成果

です。
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合併による相乗効果は、管理部門経費の節減となって現れました。反面、重要

な製品上市のための研究開発とマーケティング・流通への投資は増加しました。

７％の売上量増大が、売上高増加の主な要因となりました。また買収と価格引

き上げによる売上増は２％でした。

ノバルティス取締役会長アレックス・クラワーは、｢ノバルティスにとって１９

９７年はすばらしい年でした。統合はほぼ完了し、私たちは優秀な成果を挙げ

ました。一株当たり

２５スイスフランの配当金を提案します。これは配当支払い率３３％になりま

す｣と語っています。

ノバルティス社長ダニエル・バセラは、「すべての部門で昨年の業績を上回る

伸びが見られました。これは、私たちが明確な戦略に従って、合併による生産

性向上を実現し、一つの力強い統合された企業として前進したことを証明して

います。私たちはこの機会を最大限に活用し、さらに業績を伸ばす努力を続け

ます」と述べました。

営業利益増大：将来の成長に向けて投資

営業利益は、１９９６年の４９億ｽｲｽﾌﾗﾝから、６８億ｽｲｽﾌﾗﾝ（約５７１３億

円）となり、営業利益率は２１．８％となりました。１９９６年は１８．８％

でした。

１９９７年には、研究開発とマーケティング・流通への投資が大きく増えまし

た。ノバルティスの研究開発費は売上の高い伸び率と同調し、医薬の研究開発

費は、業界トップクラスの対売上比１９％を維持しています。マーケティング・

流通への投資も２２％増えました。特に医薬の主要製品売上拡大のために営業

部門に対して特別投資がなされました。

各部門

ヘルスケアの営業利益率は２．１％上昇して２６．７％となりました。主に医薬

では売上量の伸びと、合併による生産性向上が、マーケティング・流通関連の

経費の増加を補って余りありました。
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アグリビジネスの営業利益率は１．６％上昇し、１９．９％となりました。農薬で

は主要製品の堅調な伸びと、相乗効果がこれに貢献しています。種子では遺伝

子組み換え種子がヨーロッパで規制されたため、利益の伸びに繋がりませんで

した。動物薬は厳しい経費節減策により利益率が上がりました。

栄養食品の営業利益率は、昨年の１０．５％から減少し６．９％となりました。

これには、北米におけるガーバーで行った組織再編成のための経費７８００万ｽ

ｲｽﾌﾗﾝが影響しています。この経費を除いた場合の営業利益率は８．８％でし

た。

全ての部門で１９９６年を上回る売上の伸び

ヘルスケア(現地通貨で１０％増)

医薬品 （１１％増）では、年間を通じて米国での顕著な伸びがあり、スペ

イン、フランス、ブラジルにおいても好調でした。製品では、抗真菌薬「ラ

ミシール」（５３％増）、高コレステロール血症治療薬「レスコール」（３

５％増）、骨吸収抑制剤「アレディア」

（８０％増）、骨粗鬆症治療薬「ミアカルシック」（３９％増）、ぜん息

薬「フォラジール」（６８％増）等が顕著な伸びを見せました。免疫抑制

剤「サンディミュン」と「ネオーラル」は、共に８％増加しました。大型

製品をめざす高血圧症治療薬「ディオバン」は、１９９７年に３５以上の

国で上市され、他の製品を凌ぐ１億１６００万ｽｲｽﾌﾗﾝ（約９７億７００

０万円）の売上を達成しました。ディオバンとサイアザイド系降圧利尿剤

との合剤「コディオバン」、および持続性ソマトスタチンアナログ製剤「サ

ンドスタチン LAR」が、世界に先駆けてドイツで上市されました。また、

創傷治療薬「アプリグラフ」がカナダで、アルツハイマー病治療薬「エク

セロン」がスイスで上市され、共に好調な滑り出しを見せています。鼻に

スプレーする片頭痛治療薬「ミグラナル」が、米国で１２月に承認されま

した。

コンシューマーヘルス（１％減）は、ドイツとベネルックス諸国で困難な市場状況

に直面しました。しかし、第 4 四半期には米国、スイス、東欧での好成績に支

えられて、持ち直しました。緩下剤「エクスラクス」と、風邪薬「ネオシトラ

ン」は好調な市場の恩恵を受けました。
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ジェネリック（１４％増）の拡張は、統合したアズファルマ社とビオケミ社の、特

にペニシリンとセファロスポリンの急成長によるものです。米国のジェネリッ

ク市場は、依然として厳しい価格競争に見舞われています。

チバビジョン（７％増）の伸びは眼科用医薬品、特に主要製品の抗炎症剤「ボルタ

レンオフタ」が顕著な成長を見せたことに起因します。頻回交換レンズ「フォ

ーカス」、デイリーディスポーザブルレンズ「デイリーズ」が好調でした。レ

ンズケア用品「ソロケア」も厳しい市場にあって善戦しました。

アグリビジネス（現地通貨で８％増）

農薬（１０％増）は、NAFTA（北大西洋自由貿易地域）で除草剤が大きく伸びた

ことと、ラテンアメリカでダイナミックな展開があったことから、好調な第 4

四半期を終えました。２桁台の伸びが実現したのは、買収した殺虫剤アバメク

チンと殺菌剤チアベンダゾールの貢献によるものです。除草剤「デュアール」、

「ゲザプリム／アートレックス」、「トピック」がいずれも高い成長率を達成

しました。

種子（６％増）は、遺伝子組み換え種子Ｂｔコーンが好調な米国と、ラテンアメ

リカでトウモロコシが力強く伸びていることを反映して、堅調な増加を果たし

ました。オイルシードは米国とヨーロッパで特に目覚しく増大しました。ヨー

ロッパでは花と野菜が順調に推移しました。

動物薬（０％）は出足が遅かったものの、第 4四半期に追い上げ、特に米国で健

闘しました。新製品「センチネル」と「フォルテコール」の上市により、ペッ

ト市場におけるノバルティスの地位を一層確実なものとしました。

栄養食品（現地通貨で４％増）

医療用栄養食品（１１％増）の好成績は、ヨーロッパでヘルスケア食品サービスを

開始したこと、米国の主要なヘルスケア産業と供給契約を結んだことが貢献し

ています。

乳幼児食品（６％増）のガーバーは、好調な「グラデュエイツ」ラインと新しい

バイオダイナミック製品「テンダーハーベスト」の上市が成功したことから、
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米国におけるリーダーの地位を強固なものとしました。ラテンアメリカと東欧

では引き続き 2桁台の成長を遂げました。

健康食品（１％減）はヨーロッパと東南アジアの需要が伸び悩んだものの、シェ

アを維持しました。

純利益４３％増加

純利益は４３％上昇し５２億ｽｲｽﾌﾗﾝでした。売上高に対する割合は、１９９６

年の

１３．９％から１６．７％となりました。一株当たり利益（ＥＰＳ）は７６ｽｲ

ｽﾌﾗﾝ、１９９６年は

５３ｽｲｽﾌﾗﾝでした。営業外利益は１億２０００万ｽｲｽﾌﾗﾝ。現金および現金等

価物の残高が平均して高かったことと、財務投資による利益が増加し、前年よ

り 2億３００万ｽｲｽﾌﾗﾝの増加です。

現金および現金等価物の高い純増加額 － 力強いバランスシート

合併関連の１５億ｽｲｽﾌﾗﾝの支払いを調整した後の、営業活動からのキャッシュ

フローは６１億ｽｲｽﾌﾗﾝでした。これは、１９９６年の３６億ｽｲｽﾌﾗﾝと比べて

７２％の増加です。有形固定資産への投資は１６億ｽｲｽﾌﾗﾝ、１９９６年は１３

億ｽｲｽﾌﾗﾝでした。フリーキャッシュフローは１３億ｽｲｽﾌﾗﾝ、合併関連の経費

を除くと２８億ｽｲｽﾌﾗﾝでした。

１９９７年１２月３１日現在の現金および現金等価物の残高は７４億ｽｲｽﾌﾗﾝ

で、前年は６６億ｽｲｽﾌﾗﾝでした。グループの資本は、主として増加した社内留

保３８億ｽｲｽﾌﾗﾝにより、３２億ｽｲｽﾌﾗﾝ増えました。総資本は268億ｽｲｽﾌﾗﾝ、

よって、グループの負債・資本率は０．４１：１となりました。力強いバラン

スシートは、グループの強固な財政状態を反映しています。

合併による相乗効果は計画通り

米国連邦取引委員会の要求により統合が遅れたアグリビジネスでは、下半期よ

り合併の相乗効果が現れはじめました。全体では、１２億３０００万ｽｲｽﾌﾗﾝの

経費削減が、年末までに予定どおり達成されました。年末までに９１００人が

削減され、２４００人が新たに雇用されました。２４００人の内１２００人は

米国およびその他の国で、医薬の主要製品のさらなる売上拡大のために増強さ
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れた営業部門に配属されました。

明るい見通し： 新しい組織の可能性

市場においてさらに強固となった地位、幅広くしかも奥の深い製品ポートフォ

リオ、上市をひかえた新製品の数々、これらに裏付けされ、ノバルティスは１

９９８年について明るい見通しを持っています。医薬では日本などの低調な市

場の状況を反映して、今年の出足はゆっくりとしたものでしたが、予定通り合

併の相乗効果が現れ、売上が伸び、生産性がさらに向上すれば、グループの利

益率がさらに上昇する確固たる基盤は築かれると確信しています。

ノバルティスは、ヘルスケア、アグリビジネス、栄養食品の３つのライフ

サイエンス分野における世界的リーダーです。１９９７年度ノバルティ

ス・グループのライフサイエンスにおける売上は３１２億ｽｲｽﾌﾗﾝ、その

うち１８８億ｽｲｽﾌﾗﾝはヘルスケア、８３億ｽｲｽﾌﾗﾝはアグリビジネス、４

１億ｽｲｽﾌﾗﾝは栄養食品でした。研究開発への投資は年間３０億ｽｲｽﾌﾗﾝを

越えます。スイス・バーゼルに本拠を置くノバルティスは、世界

１００カ国以上で事業を行っており、約８万７０００人の社員を擁します。

● 売上 ●

１９９７年 １９９６年 前年比 ％

百万ｽｲｽﾌﾗﾝ 億円 百万ｽｲｽﾌﾗﾝ 億円 ｽｲｽﾌﾗﾝ現地通貨

ヘルスケア 18 , 7 4 2 1 5 , 7 8 5 1 5 , 5 8 3 1 3 , 8 7 7 2 0 % 1 0 %

医薬品 14,112 11,885 11,571 1 0 , 3 0 4 22% 11%

一般薬 1,755 1,478 1,613 1 , 4 3 6 9% -1%

ジェネリック 1,452 1,223 1,205 1 , 0 7 3 20% 14%

チバビジョン 1,423 1,198 1,194 1 , 0 6 3 19% 7%

アグリビジネス 8 , 3 2 7 7 , 0 1 3 6 , 9 9 6 6 , 2 3 0 1 9 % 8 %

農薬 6,088 5,127 5,044 4 , 4 9 2 21% 10%

種子 1,346 1,134 1,150 1 , 0 2 4 17% 6%

動物薬 893 752 802 7 1 4 11% 0%

栄養食品 4 , 1 1 1 3 , 4 6 2 3 , 5 6 5 3 , 1 7 5 1 5 % 4 %

合計 31 , 1 8 0 2 6 , 2 6 0 2 6 , 1 4 4 2 3 , 2 8 1 1 9 % 9 %
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● 連結決算結果 ●

１９９７年 １９９６年 前年比

百万ｽｲｽﾌﾗﾝ 億円 百万ｽｲｽﾌﾗﾝ 億円 ％

売上 31 , 1 8 0 2 6 , 2 6 0 2 6 , 1 4 4 2 3 , 2 8 1 1 9 %

   販売コスト -9,847 - 8 , 2 9 3 -8,414 - 7 , 4 9 3 1 7 %

グロス収益 21 , 3 3 3 1 7 , 9 6 7 1 7 , 7 3 0 1 5 , 7 8 9 2 0 %

   マーケティング -8,665 - 7 , 2 9 8 -7,094 - 6 , 3 1 7 2 2 %

   研究開発 -3,693 - 3 , 1 1 0 -3,104 - 2 , 7 6 4 1 9 %

   管理費 -2,192 - 1 , 8 4 6 -2,605 - 2 , 3 2 0 - 1 6 %

営業利益 6 , 7 8 3 5 , 7 1 3 4 , 9 2 7 4 , 3 8 7 3 8 %

   営業外収入・経費 120 1 0 1 -83 - 7 4   

税引前利益 6 , 9 0 3 5 , 8 1 4 4 , 8 4 4 4 , 3 1 4 4 3 %

   税 -1,674 - 1 , 4 1 0 -1,211 - 1 , 0 7 8 3 8 %

   少数株主持ち分 -18 - 1 5 4 4   

純益 5 , 2 1 1 4 , 3 8 9 3 , 6 3 7 3 , 2 3 9 4 3 %

● お問い合わせ先 ●

  ノバルティス ジャパン株式会社

〒105－6137

東京都港区浜松町 2-4-1世界貿易ｾﾝﾀｰﾋﾞﾙ37階

  広報担当・北原文代          電話：03-5403-1485  ﾌｧｸｼﾐﾘ：03-5403-1477


